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『
土
蜘
蛛
草
紙
』
に
お
け
る
漢
文
学
の
受
容

白

渓

は
じ
め
に

本
論
文
で
扱
う
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
は
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
の
絵
巻

一
軸
で
あ
る
。
成
立
期
は
十
四
世
紀
前
半
と
推
定
さ
れ
、
現
存
す
る
土
蜘

蛛
絵
巻
諸
本
の
中
で
は
最
古
の
伝
本
で
あ
る
。
付
属
の
寛
延
二
年
の
土
佐

光
芳
の
極
書
に
、
「
先
祖
左
近
将
監
長
隆
真
筆
」
と
あ
り
、
同
じ
く
添
書

の
極
め
に
は
「
絵
土
佐
長
陸
筆
、
詞
書
兼
好
筆
」
と
あ
る
。
ま
た
、
『
倭

錦
』
や
『
図
画
一
覧
』
に
も
同
様
の
記
載
が
あ
り
、
『
古
画
目
録
』
等
に

は
土
佐
光
顕
筆
と
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
は
根
拠
を
欠
く
上
時
代
的
に
も

ズ
レ
が
あ
り
、
作
者
は
未
だ
不
明
で
あ
る

（
一
）

。

さ
て
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
と
漢
文
学
と
の
繋
が
り
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま

で
二
つ
の
面
か
ら
研
究
が
行
わ
れ
て
き
た
。

一
つ
は
絵
巻
の
詞
書
の
表
現
や
一
場
面
の
ス
ト
ー
リ
ー
構
成
か
ら
、
漢

文
学
の
受
容
を
分
析
す
る
研
究
で
あ
る

（
二
）

。
中
世
に
は
「
四
部
ノ
書
」

と
よ
ば
れ
る
幼
学
書
が
存
在
し
、
す
な
わ
ち
『
千
字
文
』
（
ま
た
は
「
新

楽
府
」
）
・
『
百
詠
』
・
『
蒙
求
』
・
『
和
漢
朗
詠
集
』
で
あ
る

（
三
）

。
黒
田
彰
氏

の
研
究
に
よ
っ
て
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
詞
書
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
と
白
楽

天
の
諷
喩
詩
五
十
首
か
ら
な
る
「
新
楽
府
」（
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』

巻
三
・
四
に
収
録
）
の
詩
句
の
取
入
れ
が
多
く
見
ら
れ
る
上
、
ス
ト
ー
リ

ー
の
構
造
レ
ベ
ル
で
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
古
注
釈
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
こ
の
点
に
つ
い
て
黒
田
氏
は
、
「
草
子
制
作
の
場
に
お

け
る
四
部
の
書
等
、
幼
学
の
参
画
が
修
辞
を
こ
え
て
、
作
品
内
部
の
造
型

に
ま
で
、
そ
の
影
響
の
及
ぶ
こ
と
を
示
し
て
い
る
」
と
述
べ
た
。
ま
た
こ

の
絵
巻
に
は
中
世
幼
学
書
以
外
に
、
白
楽
天
の
「
琵
琶
引
并
序
」
と
「
長

恨
歌
」
（
共
に
金
沢
文
庫
本
『
白
氏
文
集
』
巻
十
二
に
収
録
）
が
受
容
さ

れ
て
い
る
こ
と
も
黒
田
氏
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
た
。

も
う
一
つ
は
退
治
の
対
象
で
あ
る
、
山
蜘
蛛
と
い
う
妖
怪
に
注
目
し
た

研
究
で
あ
る

（
四
）

。
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
絵
巻
を
収
め
た
箱
に
「
土
蜘
蛛
巻

物
」
と
書
い
て
あ
り
、
箱
の
中
の
明
治
十
六
年
の
譲
渡
証
に
「
土
蜘
蛛
双

紙
巻
物
」
と
あ
る

（
五
）

。
し
か
し
絵
巻
の
詞
中
に
は
「
山
蜘
蛛
」
の
語
は

あ
っ
て
も
「
土
蜘
蛛
」
の
語
の
使
用
例
は
な
い
た
め
、
当
初
の
題
で
は
な

い
可
能
性
が
あ
る

（
六
）

。
上
代
文
献
に
登
場
す
る
異
民
族
の
「
土
蜘
蛛
」

が
あ
く
ま
で
人
間
で
あ
る
の
に
対
し
、
山
蜘
蛛
は
巨
大
な
蜘
蛛
の
姿
を
し

た
妖
怪
で
あ
り
、
両
者
は
別
系
統
で
あ
る
。
蜘
蛛
の
妖
怪
が
登
場
す
る
説

話
は
、
こ
の
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
が
初
見
で
あ
る
。
中
世
以
前
希
薄
だ
っ
た

妖
怪
と
し
て
の
蜘
蛛
の
イ
メ
ー
ジ
は
漢
文
学
を
経
由
し
て
形
成
さ
れ
た
の

で
は
な
い
か
と
い
う
推
測
の
も
と
、
渡
瀬
淳
子
氏
は
漢
籍
の
類
書
で
あ
る

『
太
平
御
覧
』
（
治
承
三
年
日
本
に
伝
来
）
と
『
太
平
広
記
』
（
室
町
に
は
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日
本
に
伝
来
）
を
調
べ
た
。
そ
の
結
果
、
こ
の
二
つ
の
類
書
に
蜘
蛛
の
妖

怪
に
ま
つ
わ
る
怪
異
譚
が
幾
つ
か
収
録
さ
れ
て
お
り
、
漢
文
学
の
世
界
で

は
古
く
か
ら
蜘
蛛
の
妖
怪
が
登
場
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
そ
の
う

ち
、
「
山
蜘
蛛
」
と
い
う
名
が
見
ら
れ
る
話
や
、
化
け
蜘
蛛
を
退
治
し
た

後
に
火
を
放
つ
と
い
う
筋
書
を
持
つ
話
も
あ
る
。
渡
瀬
氏
は
『
土
蜘
蛛
草

紙
』
の
山
蜘
蛛
を
切
っ
た
後
の
、
「
か
の
と
こ
ろ
に
、
火
を
か
け
て
、
や

き
は
ら
ひ
つ
」
と
い
う
頼
光
と
綱
の
行
動
は
、
こ
の
よ
う
な
中
国
の
蜘
蛛

の
妖
怪
退
治
譚
か
ら
影
響
を
受
け
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
た
。

先
行
研
究
で
具
体
的
に
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
ど
の
場
面
で
ど
の
よ
う
な

漢
文
学
の
受
容
が
指
摘
さ
れ
た
か
は
、
論
文
の
最
後
の
表
一
に
ま
と
め
て

あ
る

（
七
）

。
筆
者
は
こ
の
よ
う
な
研
究
成
果
を
踏
ま
え
て
、『
土
蜘
蛛
草
紙
』

に
お
け
る
漢
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
述
べ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、
頼
光
と
綱
が
北
野
蓮
台
寺
の
辺

り
で
空
を
飛
ぶ
髑
髏
を
見
か
け
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
そ
の
髑
髏
の
後
を

追
っ
て
、
二
人
は
神
楽
岡
に
あ
る
一
軒
の
古
家
に
辿
り
着
く
。
古
家
周
辺

の
風
景
は
、
「
西
に
紅
錦

の
山
あ
り
、
南
に
碧
瑠
璃
の
水
有
」
と
描
か

れ
て
い
る
。
絵
巻
の
冒
頭
部
分
に
「
神
無
月
廿
日
あ
ま
り
の
比
」
と
あ
る

た
め
、
妖
怪
退
治
は
晩
秋
も
し
く
は
初
冬
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

「
西
に
紅
錦

の
山
あ
り
、
南
に
碧
瑠
璃
の
水
有
」
と
い
う
一
文
は
、
こ

の
よ
う
な
季
節
設
定
に
ふ
さ
わ
し
い
風
景
を
表
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

瑠
璃
の
よ
う
な
池
水
は
秋
・
冬
の
一
風
景
と
し
て
、
漢
詩
文
の
世
界
で
は

比
較
的
よ
く
詠
ま
れ
る

（
八
）

。

①

『
和
漢
朗
詠
集
』

上

秋

紅
葉

黄
纐
纈
林
寒
有
葉

碧
瑠
璃
水
浄
無
風

（
白
楽
天
）

洞
中
清
浅
瑠
璃
水

庭
上
蕭
条
錦
繍
林

（
慶
滋
保
胤
）

②

『
本
朝
文
粋
』

巻
第
十

詩
序
三

「
晚
秋
過
参
州
薬
王
寺
有
感
」

（
前
略
）
前
有
碧
瑠
璃
之
水
、
後
有
黄
纐
纈
極
之
林
。
（
略
）

（
慶
滋
保
胤
）

「
冬
日
陪
左
相
府
少
侯
書
閣
同
賦
落
葉
波
上
舟
」

（
前
略
）
閣
東
有
碧
瑠
璃
之
水
、
水
辺
有
紅
錦
繡
之
林
。（
略
）

（
慶
滋
保
胤
）

③

『
本
朝
麗
藻
』

下

仏
事
部

「
秋
日
遊
東
光
寺
各
成
四
韻
」

籬
下
寒
花
紅
錦
繍

池
中
秋
水
碧
瑠
璃

（
慶
滋
為
政
）

④

『
本
朝
無
題
詩
』

冬

付
歳
暮

「
初
冬
書
懐
」

黄
花
移
影
瑠
璃
水

紅
葉
散
光
錦
續
林

（
大
江
匡
房
）

『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
「
南
に
碧
瑠
璃
の
水
有
」
と
い
う
風
景
描
写
に
は
、

こ
の
よ
う
な
漢
詩
文
が
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
瑠
璃
の
よ
う
な
池
水
が
詠
ま
れ
た
例
と
し
て
挙
げ
た
漢
詩
文
の

う
ち
、
③
を
除
け
ば
、
す
べ
て
木
の
葉
が
色
付
い
た
林
が
合
わ
せ
て
詠
ま

れ
て
い
る
。
「
黄
纐
纈
」
の
林
は
、
ま
る
で
纐
纈
染
の
織
物
の
よ
う
な
黄

葉
の
林
を
指
し
、
「
錦
繍
」
・
「
紅
錦
繍
」
の
林
は
、
錦
を
織
り
な
し
た
よ

う
な
紅
葉
の
林
を
指
す
。
さ
ら
に
「
錦
繡
」
・
「
紅
錦
繡
」
と
い
う
言
葉
か

ら
、『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
「
西
に
紅
錦

の
山
あ
り
」
の
「
紅
錦

の
山
」

が
「
紅
錦
繍
の
山
」
で
あ
る
こ
と
が
推
測
で
き
る
。
で
は
、
「
紅
錦
繍
の

山
」
と
は
、
一
体
ど
の
よ
う
な
風
景
で
あ
ろ
う
か
。
謡
曲
「
江
口
」
で
は
、

春
の
情
景
と
し
て
「
紅
錦
繍
の
山
」
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
。

（
前
略
）
紅
花
の
春
の
あ
し
た
、
紅
錦
繍
の
山
、
装
ほ
ひ
を
な
す
と

見
え
し
も
、
夕
べ
の
風
に
誘
は
れ
、
黄
葉
の
秋
の
夕
べ
、
黄
纐
纈
の
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は
や
し
、
色
を
含
む
と
い
へ
ど
も
、（
略
）（

九
）

『
和
漢
朗
詠
集
』
「
上
、
春
、
春
興
」
に
は
、「
著
野
展
敷
紅
錦
繍

当

天
遊
織
碧
羅
綾
」
と
い
う
小
野
篁
の
詩
句
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
謡
曲
「
江

口
」
で
紅
の
花
咲
く
春
の
山
が
ま
る
で
紅
の
錦
繡
で
盛
装
し
た
よ
う
だ
と

描
写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
春
の
野
に
草
花
が
咲
き
乱
れ
て
い
る
様
子
が
刺

繍
を
施
し
た
紅
の
錦

―
「
紅
錦
繍
」
に
喩
え
ら
れ
て
い
る
「
著
野
展
敷

紅
錦
繍
」
に
由
来
す
る
。
以
上
か
ら
、
「
紅
錦
繍
」
と
い
う
言
葉
は
本
来

紅
の
花
と
紅
葉
、
両
方
を
描
写
す
る
の
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ

し
て
「
紅
錦
繍
」
の
如
く
咲
く
花
は
、
必
ず
し
も
春
の
情
景
を
表
す
と
は

限
ら
な
い
。
「
碧
瑠
璃
の
水
」
で
挙
げ
た
漢
詩
文
の
例
③
は
、
秋
の
詩
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
「
籬
下
寒
花
紅
錦
繍
」
と
あ
る
よ
う
に
、
紅
葉
で
は
な

く
、
垣
の
も
と
に
咲
く
花
々
を
「
紅
錦
繍
」
に
喩
え
て
い
る
。
『
土
蜘
蛛

草
紙
』
の
古
家
の
西
側
に
あ
る
「
紅
錦
繍
の
山
」
は
、
紅
葉
の
山
ま
た
は

花
咲
く
山
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
作
者
は
古
家
周
辺
の
風
景
を
描
い
た
後
、

古
家
の
様
子
に
つ
い
て
、
「
庭
に
は
蘭
菊
の
野
と
な
り
、
門
は
禽
獣
の
す

み
か
と
な
れ
り
」
と
記
し
た
。
こ
れ
は
長
安
の
古
い
空
き
家
を
詠
ん
だ
、

白
楽
天
の
「
凶
宅
」
の
「
梟
鳴
松
桂
枝

狐
藏
蘭
菊
叢
」（

十
）

と
い
う
句
を

連
想
さ
せ
る
。
い
よ
い
よ
こ
の
古
家
に
入
っ
た
頼
光
は
、
ま
ず
台
所
で
一

人
の
老
女
と
出
会
い
、
身
の
上
話
を
聞
か
さ
れ
る
。
黒
田
氏
は
こ
の
老
女

の
台
詞
に
、
白
楽
天
の
「
琵
琶
引
并
序
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指

摘
し
た
。

「
琵
琶
引
」
は
「
琵
琶
行
」
と
も
題
さ
れ
、
白
楽
天
が
九
江
郡
の
司
馬

に
左
遷
さ
れ
た
翌
元
和
十
一
年
の
秋
に
成
立
し
た
作
品
で
あ
る
。
湓
浦
口

で
客
を
送
る
夜
に
、
琵
琶
の
妓
女
の
素
晴
ら
し
い
演
奏
と
悲
し
い
身
の
上

を
聞
い
た
こ
と
が
、
こ
の
長
編
の
詩
が
詠
ま
れ
た
き
っ
か
け
で
あ
る
。
こ

の
作
品
か
ら
は
同
じ
く
「
天
涯
淪
落
」
と
い
う
境
遇
に
置
か
れ
て
い
た
白

楽
天
の
、
妓
女
に
対
す
る
深
い
同
情
と
共
感
が
読
み
取
れ
る

（
十
一
）

。

さ
て
、
古
家
の
一
室
で
一
晩
過
ご
し
た
頼
光
は
、
様
々
な
妖
怪
に
出
会

っ
た
。
暁
近
く
に
な
っ
た
頃
、
頼
光
の
前
に
美
女
に
化
け
た
山
蜘
蛛
が
登

場
す
る
。

（
前
略
）
あ
や
し
き
足
お
と
に
て
、
む
か
ひ
た
る
障
子

五
寸
は
か
り
ほ
そ
め
て
し
は
〳
〵
は
た
か
く
れ
た
り
。
そ
の
さ
ま
、

春
の
柳
の
風
に
み
た
れ
た
る
よ
り
も
こ
ま
や
か
な
り
。
つ
く
〳
〵
と

た
ち
て
ひ
き
あ
く
る
を
見
る
ほ
と
に
、や
う
〳
〵
あ
ゆ
み
き
た
り
て
、

い
た
く
け
ち
か
く
は
あ
ら
て
た
ゝ
み
に
ゐ
こ
ほ
れ
る
程
、
ま
つ
な
さ

け
あ
り
。
（
略
）

「
琵
琶
引
」
の
琵
琶
を
弾
く
妓
女
が
登
場
す
る
場
面
は
、
以
下
の
よ
う

に
記
さ
れ
て
い
る
。

千
呼
萬
喚
始
出
來
、
猶
抱
琵
琶
半
遮
面
。

轉
軸
撥
絃
三
兩
聲
、
未
成
曲
調
先
有
情

（
十
二
）

。

（
千
呼
萬
喚
し
て
始
め
て
出
で
來
る
も
、
猶
ほ
琵
琶
を
抱
き
て
半
ば

面
を
遮
る
。

軸
を
轉
じ
絃
を
撥
す
る
こ
と
三
兩
聲
、
未
だ
曲
調
を
成
さ
ざ
る
に

先
づ
情
有
り
。
）

こ
の
よ
う
に
、
妓
女
は
琵
琶
で
顔
を
半
分
隠
し
な
が
ら
客
人
一
同
の
前

に
姿
を
現
し
た
の
で
あ
る
。
一
方
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
美
女
は
頼
光
の
部

屋
の
前
に
着
い
て
、
ま
ず
、
五
寸
ば
か
り
開
い
た
障
子
に
「
は
た
か
く
れ

た
り
」
と
あ
る
。
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
に
よ
れ
ば
、
「
ハ
タ
カ
ク

ル
」
は
「
半
面
」
と
い
う
言
葉
に
付
け
ら
れ
た
訓
で
あ
る

（
十
三
）

。
唐
代
の

文
人
張
鷟
が
書
い
た
『
遊
仙
窟
』
に
は
、
「
余
讀
詩
訖
、
舉
頭
門
中
、
忽

見
十
娘
半
面
」（

十
四
）

と
い
う
一
文
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
は
崔
十
娘
か
ら
の
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返
信
で
対
面
を
拒
ま
れ
た
張
文
成
が
不
意
に
、
門
の
中
の
十
娘
の
半
分
隠

れ
た
顔
を
見
た
と
い
う
場
面
を
表
し
、
醍
醐
寺
本
『
遊
仙
窟
』
で
は
以
下

の
通
り
に
訓
読
さ
れ
て
い
る
。

余

詩
を
讀
し
訖
り
て
、
頭
を
を
門
中
に
戦
く
、［
ま
た
は
「
頭
を
戦

ヤ
ツ
カ
レ

ド
ク

ヲ
ハ

カ
ウ
ベ

モ
ン
チ
ウ

カ
ウ
ベ

ア

け
て
門
中
に
」
］
忽
ち
に

十
娘

が
半
面
と
は
た
か
く
れ
た
る
を
見
つ

モ
ン
チ
ウ

タ
チ
マ

シ
フ
チ
ヤ
ウ

ハ
ン
メ
ン

（
十
五
）

。

こ
の
よ
う
に
、
「
ハ
タ
カ
ク
ル
」
は
「
半
面
」
と
い
う
言
葉
を
文
選
読

み
す
る
の
に
使
わ
れ
、
半
分
隠
れ
て
い
る
状
態
を
表
す
。

和
文
学
の
世
界
で
は
、
様
々
な
作
品
に
「
ハ
タ
カ
ク
ル
」
と
い
う
言
葉

が
使
わ
れ
て
い
る

（
十
六
）

。

①

『
蜻
蛉
日
記
』
中
巻

（
前
略
）
こ
た
み
は
つ
つ
む
こ
と
な
く
さ
し
歩
み
て
、
た
だ
入

り
に
入
れ
ば
、
わ
び
て
几
帳
ば
か
り
を
引
き
寄
せ
て
端
隠
る
れ

ど
、
な
に
の
か
ひ
な
し
。

②

『
枕
草
子
』
「
鳥
は
」
の
段

（
前
略
）
郭
公
は
、
な
ほ
さ
ら
に
言
ふ
べ
き
方
な
し
。
い
つ
し

か
し
た
り
顏
に
も
聞
え
た
る
に
、
卯
の
花
、
花
橘
な
ど
に
宿
り

を
し
て
は
た
か
く
れ
た
る
も
、
ね
た
げ
な
る
心
ば
へ
な
り
。

（
略
）

③

『
源
氏
物
語
』
「
松
風
」

（
前
略
）
（
明
石
の
君
）
な
か
な
か
も
の
思
ひ
乱
れ
て
臥
し
た

れ
ば
、
と
み
に
し
も
動
か
れ
ず
。
（
中
略
）
し
ぶ
し
ぶ
に
ゐ
ざ

り
出
で
て
、
几
帳
に
は
た
隠
れ
た
る
か
た
は
ら
目
、
い
み
じ
う

な
ま
め
い
て
よ
し
あ
り
、

「
真
木
柱
」

（
前
略
）
大
将
の
お
は
せ
ぬ
昼
つ
方
渡
り
た
ま
へ
り
。
女
君
、

あ
や
し
う
な
や
ま
し
げ
に
の
み
も
て
な
い
た
ま
ひ
て
、
す
く
よ

か
な
る
を
り
も
な
く
し
ほ
れ
た
ま
へ
る
を
、
か
く
渡
り
た
ま
へ

れ
ば
す
こ
し
起
き
上
が
り
た
ま
ひ
て
、
御
几
帳
に
、
は
た
、
隠

れ
て
お
は
す
。
（
略
）

④

『
小
町
集
』

（
前
略
）
し
ど
け
な
き
ね
く
た
れ
髪
を
み
せ
じ
と
て
は
た
隠
れ

た
る
け
さ
の
朝
顔
（
略
）

①
『
蜻
蛉
日
記
』
の
用
例
と
③
『
源
氏
物
語
』
の
用
例
で
は
、
い
ず
れ

も
男
女
が
対
面
す
る
場
面
が
描
か
れ
て
い
る
。
思
い
悩
ん
で
、
訪
ね
て
き

た
男
性
に
会
い
た
く
な
い
女
性
の
几
帳
に
半
ば
隠
れ
て
い
る
様
子
を
描
写

す
る
の
に
、
「
ハ
タ
カ
ク
ル
」
が
使
わ
れ
て
い
る
。
②
『
枕
草
子
』
の
用

例
で
は
、
卯
の
花
や
花
橘
の
木
に
止
ま
っ
た
郭
公
の
「
は
た
か
く
れ
た
る
」

様
子
が
、
「
ね
た
げ
な
る
心
ば
へ
な
り
」
と
称
賛
さ
れ
て
い
る
。
類
従
本

『
小
町
集
』
の
和
歌
で
は
、
女
性
が
寝
乱
れ
た
髪
を
見
せ
ま
い
と
、
姿
を

半
分
隠
し
て
い
る
情
景
が
詠
ま
れ
て
い
る
。

以
上
か
ら
、
「
ハ
タ
カ
ク
ル
」
と
い
う
動
詞
は
門
や
几
帳
の
向
こ
う
側

に
半
分
隠
れ
て
い
る
状
態
を
表
す
の
に
使
わ
れ
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
美

女
は
障
子
で
姿
を
半
分
隠
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
登
場
場
面
に
お
い

て
障
子
で
姿
を
半
ば
隠
す
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
美
女
と
、
琵
琶
を
抱
え
て

顔
を
半
分
隠
す
妓
女
は
、
半
ば
隠
す
と
い
う
動
作
が
共
通
し
て
お
り
、「
琵

琶
引
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
、
部
屋
に
入
っ
て
き
た
『
土
蜘
蛛
草

紙
』
の
美
女
は
、
「
や
う
〳
〵
あ
ゆ
み
き
た
り
て
、
い
た
く
け
ち
か
く
は

あ
ら
て
」
と
あ
る
よ
う
に
、
ゆ
っ
く
り
と
頼
光
に
向
か
っ
て
歩
く
け
れ
ど
、

そ
こ
ま
で
近
く
に
は
寄
っ
て
こ
ず
、
ど
こ
か
遠
慮
が
ち
で
恥
じ
ら
っ
て
い

る
様
子
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
物
像
も
、
「
琵
琶
引
」
の
客
人
一
同
が

千
呼
萬
喚
し
て
や
っ
と
姿
を
現
す
妓
女
と
重
な
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
さ
ら
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に
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
作
者
は
美
女
の
「
た
ゝ
み
に
ゐ
こ
ほ
れ
る
」
様

子
を
、
「
ま
つ
な
さ
け
あ
り
」
と
評
し
て
い
る
が
、
こ
れ
は
白
楽
天
の
妓

女
の
試
し
弾
き
に
対
す
る
、
「
未
成
曲
調
先
有
情
」
と
い
う
評
価
を
連
想

さ
せ
る
。
と
こ
ろ
で
、
「
先
有
情
」
は
中
世
頃
ど
の
よ
う
に
訓
読
さ
れ
て

い
た
の
だ
ろ
う
か
。

『
源
氏
物
語
』
や
『
枕
草
子
』
に
「
琵
琶
引
」
の
影
響
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
日
本
で
は
古
く
か
ら
「
琵
琶
引
」
が
愛
誦
さ
れ
た
が
、
必
ず
し
も

「
長
恨
歌
」
と
並
ぶ
ほ
ど
に
特
別
に
愛
誦
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。

し
か
し
室
町
頃
に
な
る
と
、
俄
か
に
「
琵
琶
引
」
を
「
長
恨
歌
」
と
並
べ

読
む
風
潮
が
生
じ
た
。
こ
れ
は
、
『
古
文
真
宝
』
の
伝
来
と
関
係
し
て
い

る
。『

古
文
真
宝
』
は
室
町
初
期
に
禅
僧
に
よ
っ
て
輸
入
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
て
い
る
。
宋
ま
で
の
代
表
的
な
文
十
七
類
を
集
め
た
後
集
と
、
宋
以
前

の
古
体
の
詩
十
一
類
を
集
め
た
前
集
か
ら
な
る
こ
の
書
は
、
禅
林
で
模
範

詩
文
集
な
い
し
一
通
り
の
教
養
書
と
し
て
流
行
し
た
。
『
古
文
真
宝
』
が

よ
く
講
ぜ
ら
れ
て
い
た
こ
と
は
、
室
町
末
期
ま
で
禅
僧
の
手
に
よ
っ
て
少

な
く
と
も
六
種
の
古
文
真
宝
抄
が
作
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
窺
え
る
。「
長

恨
歌
」
と
「
琵
琶
引
」
は
そ
れ
ぞ
れ
『
古
文
真
宝
』
前
集
の
巻
八
、
巻
九

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
禅
僧
社
会
に
お
け
る
『
古
文
真
宝
』
の
愛
好
に
よ

っ
て
こ
の
二
篇
に
注
目
が
集
ま
り
、
「
長
恨
歌
」
と
「
琵
琶
引
」
だ
け
を

収
め
た
テ
キ
ス
ト
や
抄
物
の
出
現
を
促
し
た

（
十
七
）

。

竜
門
文
庫
に
、
博
士
家
の
清
原
宣
賢
が
講
義
の
テ
キ
ス
ト
と
し
て
自
ら

書
写
し
た
『
長
恨
歌
并
琵
琶
行
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
川
瀬
一
馬
氏
は

本
文
の
筆
跡
を
宣
賢
（
天
文
十
九
年
七
月
十
二
日
、
七
十
六
歳
死
）
壮
盛

の
頃
の
筆
と
し
、
訓
点
は
後
に
（
六
十
歳
を
超
え
て
か
ら
）
加
筆
し
た
と

判
断
し
た

（
十
八
）

。
一
方
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
の
清
家
文
庫
に
は
清
原

宣
賢
自
筆
の
『
長
恨
歌
并
琵
琶
行
秘
』
が
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、

巻
末
に
「
天
文
十
二
年
八
月
十
五
日
十
六
日

於
万
里
小
路
亭
講
之
」
と

自
署
し
て
あ
る
よ
う
に
、
宣
賢
の
手
控
え
・
草
稿
本
と
い
う
性
格
を
持
つ

仮
名
抄
で
あ
る

（
十
九
）

。
天
文
十
二
年
以
前
、
あ
ま
り
時
差
の
な
い
頃
に
書

写
さ
れ
た
と
思
わ
れ
る
。
竜
門
文
庫
本
と
京
大
本
は
同
じ
く
宣
賢
自
筆
本

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
前
者
の
「
長
恨
歌
」
「
琵
琶
引
」
の
本
文
が
『
白
氏

文
集
』
系
統
に
属
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
「
古
文
真
宝
前
集
八
」
「
古

文
真
宝
前
集
九
」
と
明
記
し
て
あ
る
よ
う
に
、
『
古
文
真
宝
』
系
統
に
属

す
る

（
二
十
）

。
竜
門
文
庫
本
と
京
大
本
で
は
両
方
と
も
、
「
先
有
情
」
が

「
先
有
レ

情

」

―
「
マ
ヅ
ナ
サ
ケ
ア
リ
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る

（
二
十
一
）

。

ツ

リ

ナ
サ
ケ

こ
の
点
か
ら
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
作
者
が
「
琵
琶
引
」
の
言
い
回
し
を

取
り
入
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

さ
て
、
「
琵
琶
引
」
の
妓
女
が
琵
琶
で
顔
を
半
分
隠
す
「
猶
抱
琵
琶
半

遮
面
」
と
い
う
句
は
、
竜
門
文
庫
本
と
京
大
本
で
は
「
猶
琵
琶
ヲ
抱
テ
、

イ
ダ
イ

半
バ
面
ヲ

遮

」（
二
十
二
）

と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
美

サ
シ
カ
ク
セ
リ

女
が
障
子
で
姿
を
半
分
隠
す
動
作
が
、
琵
琶
の
妓
女
の
「
半
遮
面
」
か
ら

ヒ
ン
ト
を
得
た
と
す
れ
ば
、
絵
巻
の
作
者
は
な
ぜ
「
半
ば
さ
し
隠
す
」
で

は
な
く
、
「
は
た
か
く
る
」
を
使
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

「
サ
シ
カ
ク
ス
」
は
観
智
院
本
『
類
聚
名
義
抄
』
で
は
、
「
遮
」
の
字

に
当
て
ら
れ
た
訓
で
あ
る
。
一
方
、
『
日
本
書
記
』
「
雄
略
記
」
の
「
大
斧

手
以
楯
翳
物
部
目
連
」
と
い
う
一
文
で
は
、
「
翳
」
の
字
が
「
サ
シ
カ
ク

ス
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る

（
二
十
三
）

。
ま
た
『
大
毗
盧
遮
那
成
佛
經
疏
』
の

巻
第
八
で
は
、
「
其
傘
當
随
身
上
下
而
以
蔭
之
」
と
い
う
一
文
の
「
蔭
」

の
字
に
、「
サ
シ
カ
ク
ス
」
の
訓
が
付
け
ら
れ
て
い
る

（
二
十
四
）

。「
遮
」
・
「
翳
」

・
「
蔭
」
の
三
文
字
か
ら
、
「
サ
シ
カ
ク
ス
」
と
い
う
動
詞
は
何
か
で
覆
い

隠
す
動
作
を
表
す
こ
と
が
わ
か
る
。
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つ
づ
い
て
、
和
文
学
の
世
界
で
は
「
サ
シ
カ
ク
ス
」
は
ど
の
よ
う
に
使

わ
れ
て
い
る
か
、
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

①

『
蜻
蛉
日
記
』

下
巻

（
前
略
）
簾
巻
き
あ
げ
、
下
簾
お
し
挟
み
た
れ
ば
、
お
ぼ
つ
か

な
き
こ
と
も
な
し
。
こ
の
車
を
見
つ
け
て
、
ふ
と
扇
を
さ
し
隠

し
て
渡
り
ぬ
。
（
略
）

②

『
枕
草
子
』
「
な
ま
め
か
し
き
も
の
」
の
段

（
前
略
）
を
か
し
げ
な
る
童
女
の
う
へ
の
袴
な
ど
、
わ
ざ
と
は

あ
ら
で
、
ほ
こ
ろ
び
が
ち
な
る
汗
衫
ば
か
り
着
て
、
卯
槌
・
藥

玉
な
ど
長
く
つ
け
て
、
高
欄
の
も
と
な
ど
に
、
扇
さ
し
隠
し
て

ゐ
た
る
。
（
略
）

「
宮
に
は
じ
め
て
ま
ゐ
り
た
る
こ
ろ
」
の
段

（
前
略
）
行
幸
な
ど
見
る
を
り
、
車
の
方
に
い
さ
さ
か
も
見
お

こ
せ
た
ま
へ
ば
、
下
簾
引
き
ふ
た
ぎ
て
、
透
影
も
や
と
扇
を
さ

し
隠
す
に
、
な
ほ
い
と
わ
が
心
な
が
ら
も
お
ほ
け
な
く
、
い
か

で
立
ち
出
で
し
に
か
と
、
汗
あ
え
て
、
い
み
じ
き
に
は
、
何
事

を
か
は
い
ら
へ
も
聞
え
む
。
（
略
）

③

『
源
氏
物
語
』
「
夕
霧
」

（
前
略
）
さ
す
が
に
何
心
も
な
う
さ
し
来
た
る
に
、
ま
ば
ゆ
げ

に
わ
ざ
と
な
く
扇
を
さ
し
隠
し
た
ま
へ
る
手
つ
き
、
女
こ
そ
か

う
は
あ
ら
ま
ほ
し
け
れ
、
そ
れ
だ
に
え
あ
ら
ぬ
を
、
と
見
た
て

ま
つ
る
。
（
略
）

④

『
源
氏
物
語
』
「
横
笛
」

（
前
略
）
「
人
も
見
ず
。
ま
ろ
顏
は
隠
さ
む
。
な
ほ
な
ほ
」
と

て
、
御
袖
し
て
さ
し
隠
し
た
ま
へ
ば
、
い
と
う
つ
く
し
う
て
率

て
た
て
ま
つ
り
た
ま
ふ
。
（
略
）

こ
の
よ
う
に
、
和
文
学
の
世
界
で
は
「
サ
シ
カ
ク
ス
」
は
多
く
の
場
合
、

扇
や
袖
で
顔
を
覆
い
隠
す
動
作
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
妓
女
が
抱

え
て
い
る
琵
琶
で
顔
を
覆
い
隠
し
て
い
る
情
景
を
表
す
の
に
「
さ
し
隠
す
」

は
ふ
さ
わ
し
い
が
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
美
女
は
障
子
の
向
こ
う
側
に
隠

れ
て
い
る
た
め
、
「
半
ば
さ
し
隠
す
」
で
は
な
く
「
ハ
タ
カ
ク
ル
」
の
ほ

う
が
適
切
で
あ
る
。
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
美
女
が
登
場
す
る
場
面
に
お
い

て
、
「
琵
琶
引
」
の
妓
女
の
顔
を
隠
す
動
作
が
受
容
さ
れ
な
が
ら
、
「
半
ば

さ
し
隠
す
」
が
「
は
た
か
く
る
」
に
直
さ
れ
た
理
由
は
こ
こ
に
あ
る
と
思

う
。以

上
の
調
査
か
ら
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
で
は
台
所
の
老
女
の
台
詞
ば
か

り
で
な
く
、
美
女
の
登
場
場
面
に
も
「
琵
琶
引
」
が
受
容
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
わ
か
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
な
「
琵
琶
引
并
序
」
の
積
極
的
な
取

入
れ
は
、
室
町
期
に
『
古
文
真
宝
』
が
流
行
す
る
に
つ
れ
て
「
琵
琶
引
」

が
「
長
恨
歌
」
と
同
等
の
地
位
を
獲
得
し
て
ゆ
く
背
景
と
無
関
係
で
は
な

い
だ
ろ
う
。

さ
て
、
頼
光
の
部
屋
に
現
れ
た
美
女
は
、
夜
明
け
頃
に
帰
る
素
振
り
を

見
せ
た
が
、
豹
変
し
て
頼
光
に
襲
い
掛
か
っ
た
。
攻
撃
を
始
め
る
直
前
の

美
女
の
様
子
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

（
前
略
）
（
美
女
）
か
み
を
ま
へ
ゝ
、
か
い
と
り
て
、
燈
を
に
ら
ま

へ
た
る
眼
、
す
き
う
る
し
を
、
さ
せ
る
に
に
た
り
。
火
の
ひ
か
り
に
、

か
ゝ
や
き
あ
ひ
た
り
。
（
略
）

こ
の
よ
う
に
、
美
女
は
髪
を
掻
き
上
げ
て
灯
を
睨
み
、
そ
の
眼
は
ま
る

で
漆
を
点
し
た
よ
う
で
、
灯
と
輝
き
合
っ
て
い
る
。
人
の
眼
と
漆
を
関
連

付
け
る
描
写
は
、
和
文
学
で
は
見
ら
れ
な
い
。
一
方
、
漢
文
学
で
は
「
眼

如
点
漆
」
と
い
う
表
現
が
あ
り
、
出
典
は
南
朝
宋
の
劉
義
慶
の
『
世
説
新

語
』
で
あ
る
。
『
世
説
新
語
』
に
は
後
漢
か
ら
東
晋
ま
で
の
名
士
の
様
々
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な
逸
話
が
記
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
の
「
容
止
篇
」
に
、
「
眼
如
點
漆
」

と
い
う
表
現
が
見
ら
れ
る
。

（
前
略
）
王
右
軍
見
杜
弘
治
、
歎
曰
、
面
如
凝
脂
、
眼
如
點
漆
。
此

神
仙
中
人

（
二
十
五
）

。
（
略
）

（
王
右
軍
、
杜
弘
治
を
見
て
、
歎
じ
て
曰
く
、
面
は
凝
脂
の
如
く
、

眼
は
點
漆
の
如
し
。
此
れ
神
仙
中
の
人
な
り
、
と
。
）

「
此
神
仙
中
人
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
段
落
で
は
「
眼
如
點
漆
」
は
、

杜
弘
治
の
神
仙
に
見
紛
う
ほ
ど
の
容
貌
を
描
写
す
る
の
に
使
わ
れ
て
い

る
。
『
蒙
求
』
の
「
弘
治
凝
脂
」
で
は
、
杜
弘
治
の
容
貌
に
つ
い
て
『
世

説
新
語
』
と
ほ
ぼ
同
様
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

晋
杜
艾
字
弘
治
、
成
恭
皇
后
父
也
。
性
純
和
美
姿
容
。
有
盛
名
於
江

左
。
王
羲
之
目
之
、
膚
若
凝
脂
、
眼
如
點
漆
、
此
神
仙
人

（
二
十
六
）

。（
略
）

ま
た
、
『
藝
文
類
聚
』
の
巻
四
十
七
「
職
官
部
三

司
空
」
に
、
「
杜
生

之
凝
脂
點
漆
」（

二
十
七
）

と
い
う
記
述
が
見
ら
れ
る
。『
初
學
記
』
巻
十
九
「
人

部
下
」
の
「
美
丈
夫
」
、
つ
ま
り
美
男
子
の
項
目
で
も
「
凝
脂
點
漆
」
が

挙
げ
ら
れ
、
解
釈
に
杜
弘
治
に
関
す
る
記
事
が
載
せ
ら
れ
て
い
る

（
二
十
八
）

。

こ
の
よ
う
に
、
漢
籍
で
は
固
体
の
脂
の
よ
う
な
白
く
透
き
通
る
肌
と
、
黒

い
漆
を
点
し
た
よ
う
な
漆
黒
の
眼
を
合
わ
せ
持
つ
こ
と
が
美
貌
と
見
な
さ

れ
、
眼
を
「
点
漆
」
に
喩
え
る
手
法
は
さ
ほ
ど
珍
し
く
な
い
こ
と
が
わ
か

る
。
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
美
女
の
眼
が
ま
る
で
漆
を
点
し
た
よ
う
だ
と
描

写
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
漢
文
学
の
手
法
を
取
り
入
れ
た
結
果

だ
と
言
え
よ
う
。

さ
て
、
漢
籍
で
は
「
点
漆
」
の
「
漆
」
は
黒
い
漆
を
指
す
の
だ
が
、「
燈

を
に
ら
ま
へ
た
る
眼
、
す
き
う
る
し
を
、
さ
せ
る
に
に
た
り
」
と
あ
る
よ

う
に
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
で
は
透
明
な
「
透
き
漆
」
に
変
わ
っ
て
い
る
。

そ
し
て
、
「
火
の
ひ
か
り
に
、
か
ゝ
や
き
あ
ひ
た
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、

透
明
な
漆
を
点
し
た
よ
う
な
光
沢
の
あ
る
眼
は
灯
の
光
を
反
射
し
て
輝
き

出
す
。
絵
巻
の
作
者
に
と
っ
て
美
女
の
豹
変
す
る
様
を
描
く
の
に
重
要
な

の
は
、
む
し
ろ
目
が
光
る
情
景
で
あ
り
、
そ
れ
に
合
わ
せ
る
た
め
に
、
本

来
美
し
い
眼
を
形
容
す
る
「
点
漆
」
の
漆
の
色
が
変
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
美
女
が
豹
変
す
る
様
を
描
く
の
に
、
絵
巻
の
作
者
は
な

ぜ
眼
が
光
る
と
い
う
情
景
を
思
い
つ
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
絵
巻
で
は
、人
物
の
眼
が
光
を
放
つ
場
面
は
も
う
一
つ
存
在
す
る
。

夕
方
頃
に
な
る
と
、
頼
光
の
前
に
様
々
な
妖
怪
が
現
れ
た
。

（
前
略
）
い
ひ
し
ら
ぬ
い
る
ひ
、
い
き
ゃ
う
の
も
の
と
も
、
い
く
ら

と
い
ふ
か
す
を
し
ら
す
、
あ
ゆ
み
き
た
れ
り
。
（
中
略
）
頼
光
、
と

ほ
し
火
の
か
た
を
見
や
る
に
、
そ
の
眼
白
毫
の
こ
と
し
。

み
な

一
度
に
と
う
と
わ
ら
ひ
て
、
障
子
を
ひ
き
た
て
ゝ
さ
り
ゆ
き
ぬ
。

（
略
）

こ
の
よ
う
に
、
灯
を
見
や
る
頼
光
の
眼
が
白
毫
の
よ
う
に
光
り
出
す
と
、

妖
怪
は
み
な
恐
れ
て
逃
げ
さ
っ
た
。
こ
の
場
面
で
は
、
光
る
眼
は
頼
光
が

妖
怪
を
撃
退
す
る
手
段
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
作
者
は
い
か
に
し
て
、

こ
の
発
想
を
得
た
の
だ
ろ
う
か
。

す
で
に
紹
介
し
た
と
お
り
、
先
行
研
究
で
は
『
太
平
御
覧
』
と
『
太
平

広
記
』
の
二
類
書
が
絵
巻
作
成
の
際
に
参
考
書
と
し
て
用
い
ら
れ
た
可
能

性
が
指
摘
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
筆
者
は
『
太
平
御
覧
』
に
収
録
さ

れ
て
い
る
、
光
る
眼
に
ま
つ
わ
る
記
事
を
調
べ
た
。
『
太
平
御
覧
』
「
人
事

部
七
」
に
は
「
目
」
と
い
う
項
目
が
あ
り
、
次
の
二
つ
の
記
事
が
見
ら
れ

る
。

①

（
前
略
）
琅
瑘
王
目
光
弈
弈
、
數
歩
射
人
。
向
者
暫
對
、
不
覺

汗
出
。

（
『
三
國
典
略
』
）

②

（
前
略
）
黯
開
城
、
欲
殺
之
。
子
路
目
如
明
星
之
光
曜
、
黯
不
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能
前
。
謂
曰
、
畏
子
之
目
、
願
覆
之
。

（
『
論
語
隠
義
』
）

①
の
記
事
で
記
さ
れ
た
琅
瑘
王
の
目
の
光
は
人
を
射
る
よ
う
で
、
そ
れ

に
向
か
う
者
は
思
わ
ず
冷
や
汗
を
か
い
て
し
ま
う
ほ
ど
だ
と
言
う
。
②
の

記
事
で
は
子
路
を
殺
そ
う
と
し
た
黯
が
、
彼
の
目
が
輝
く
の
を
恐
れ
て
近

づ
く
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
漢
文
学

で
は
光
る
眼
に
対
し
て
、
相
手
に
威
圧
感
と
恐
怖
を
与
え
る
と
い
う
認
識

が
存
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
で
美
女
が
豹
変
す

る
様
を
描
く
の
に
眼
が
光
る
情
景
が
選
ば
れ
た
の
も
、
妖
怪
達
が
頼
光
の

光
る
目
に
恐
れ
を
な
し
、
一
斉
に
退
室
す
る
場
面
が
生
ま
れ
た
の
も
、
こ

の
よ
う
な
漢
文
学
の
認
識
を
受
容
し
た
結
果
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

以
上
の
調
査
か
ら
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
で
は
蜘
蛛
の
妖
怪
の
イ
メ
ー
ジ

だ
け
で
な
く
、
光
る
目
に
ま
つ
わ
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
に
も
漢
籍
の
類
書
か
ら

の
影
響
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
ち
な
み
に
「
点
漆
」
の
記
事
も

ま
た
『
太
平
御
覧
』
で
は
、
「
目
」
の
項
目
を
含
め
た
六
つ
の
箇
所
に
そ

れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
書
物
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
原
典
の
『
世
説

新
語
』
に
関
し
て
は
、
『
性
霊
集
』
に
空
海
の
「
勅
賜
の
世
説
が
屏
風
、

書
し
了
つ
て
獻
ず
る
表
。
一
首
」
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
「
日
本
国
見
在

書
目
録
」
の
小
説
家
に
「
世
説
十

宋
臨
川
王
劉
義
慶
撰
劉
孝
標
注
」
と

い
う
記
録
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
『
菅
家
文
草
』
に
「
相
府
文
亭
、
始
讀
世

説
新
書
。
聊
命
春
酒
、
同
賦
雨
洗
杏
壇
花
。
應
辻
一
首
」
が
あ
り
、
『
江

談
抄
』
の
「
『
世
説
一
巻
私
記
』
は
紀
家
・
善
家
相
共
に
累
代
の
難
義
を

釈
せ
ら
れ
し
書
な
り
」
と
い
う
記
述
か
ら
、
当
時
注
釈
書
ま
で
作
ら
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
の
よ
う
に
、
『
世
説
新
語
』
は
平
安
朝
に
は
す

で
に
広
く
読
ま
れ
て
い
た

（
三
十
）

。
そ
し
て
『
実
隆
公
記
』
に
見
ら
れ
る
『
世

説
新
語
』
に
関
す
る
記
録
か
ら
、
こ
の
書
が
中
世
に
な
っ
て
も
な
お
読
ま

れ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
。

①

（
前
略
）
建
仁
寺
青
松
軒
自
勢
州
傳
言
侍
者
僧
栯
首
座
来
、
世

説
新
語
三
冊
全
被
恵
之
。
不
慮
之
芳
情
、
秘
蔵
無
極
、
以
書
状

謝
遣
之
了
。
（
略
）

（
永
正
四
年
三
月
十
二
日
条
）

②

（
前
略
）
抑
徳
昌
長
老
於
江
州
山
上
去
十
四
日
入
滅
、
八
十
三

歳
云
々
。
予
自
少
年
知
巳
也
。
先
年
稱
遺
物
被
送
世
説
新
語
、

可
謂
不
朽
之
珍
也
。
於
東
山
随
分
之
尊
宿
也
。
可
惜
々

（々
三
十
一
）

。

（
永
正
八
年
四
月
十
九
日
条
）

以
上
か
ら
、
絵
巻
の
作
者
が
直
接
『
世
説
新
語
』
か
ら
「
点
漆
」
の
表

現
を
取
り
入
れ
た
可
能
性
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た
と
お
り
、

中
世
幼
学
書
で
あ
る
『
蒙
求
』
の
「
弘
治
凝
脂
」
に
「
点
漆
」
に
ま
つ
わ

る
記
事
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
絵
巻
の
作
者
が
類
書
と
原
典
以
外
の
漢
籍

を
通
し
て
こ
の
表
現
に
触
れ
た
可
能
性
も
低
く
な
い
と
言
え
る
。
し
か
し
、

「
点
漆
」
以
外
の
人
物
の
目
に
ま
つ
わ
る
描
写
や
、
先
行
研
究
の
指
摘
を

視
野
に
入
れ
る
と
、
や
は
り
『
太
平
御
覧
』
を
参
照
し
た
可
能
性
が
高
い

よ
う
に
思
う
。

お
わ
り
に

本
論
文
で
は
、『
土
蜘
蛛
草
紙
』
に
お
け
る
漢
文
学
の
受
容
に
つ
い
て
、

古
家
の
週
辺
の
風
景
描
写
、
美
女
の
登
場
場
面
及
び
目
の
描
写
を
中
心
に

検
討
し
て
き
た
。

頼
光
の
土
蜘
蛛
退
治
譚
は
二
種
存
在
し
、
そ
れ
ぞ
れ
Ａ
系
統
と
Ｂ
系
統

と
す
る
。
Ｂ
系
統
の
筋
書
き
は
軍
記
・
謡
曲
・
絵
巻
の
ジ
ャ
ン
ル
で
幅
広

く
享
受
さ
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
Ａ
系
統
に
属
す
る
の
は
『
土
蜘
蛛
草
紙
』

の
み
で
あ
る
。
こ
の
点
か
ら
、
従
来
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
は
異
本
と
位
置
づ

け
ら
れ
て
き
た
。
筆
者
は
論
文
末
尾
の
表
二
に
Ａ
、
Ｂ
両
系
統
の
筋
書
を
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並
べ
、
先
行
研
究
と
本
論
文
で
指
摘
さ
れ
た
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
漢
文

学
の
取
り
入
れ
が
見
ら
れ
る
点
に
つ
い
て
説
明
を
加
え
て
網
か
け
を
し

た
。
そ
の
結
果
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
特
有
の
場
面
や
、
Ｂ
系
統
の
土
蜘
蛛

退
治
譚
と
設
定
が
異
な
る
箇
所
の
多
く
に
、
漢
文
学
の
取
入
れ
が
見
ら
れ

る
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
漢
文
学
が
積
極
的
に
受
容
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
『
土

蜘
蛛
草
紙
』
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
異
本
に
さ
せ
た
原
因
の
一
つ
だ
と

言
え
よ
う
。

さ
て
、
異
界
に
住
む
者
が
延
々
と
登
場
す
る
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
物
語

の
運
び
方
は
、
こ
れ
ま
で
「
頼
光
対
土
蜘
蛛
の
話
と
し
て
は
筋
が
散
漫
で

緊
張
味
が
な
い
」
、「
話
の
結
構
は
極
め
て
単
調
で
た
だ
次
々
と
色
々
の
怪

物
が
現
は
れ
て
来
る
に
過
ぎ
な
い
」
と
マ
イ
ナ
ス
に
評
価
さ
れ
て
き
た

（
三
十
二
）

。
表
二
で
示
し
た
と
お
り
、
台
所
の
老
女
、
異
形
の
も
の
た
ち
、

尼
公
、
美
女
が
登
場
す
る
場
面
と
蜘
蛛
の
妖
怪
の
イ
メ
ー
ジ
に
文
学
の
受

容
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
点
を
考
え
る
と
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
特
有
の
ス
ト

ー
リ
ー
の
展
開
方
法
は
漢
文
学
を
取
り
入
れ
る
の
に
は
む
し
ろ
好
都
合

で
、
異
界
に
住
む
者
達
の
登
場
場
面
は
す
べ
て
、
絵
巻
の
作
者
が
漢
文
学

の
知
識
を
織
り
込
ま
せ
る
場
と
し
て
認
識
を
改
め
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

［
注
］

（
一
）
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
紹
介
は
、
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成

土

19

蜘
蛛
草
紙
・
天
狗
草
紙
・
大
江
山
絵
詞
』
（
中
央
公
論
社

一
九
八
四
）
の

解
説
に
拠
る
。
ま
た
本
論
文
で
引
用
し
た
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
本
文
は
、
全

て
横
山
重
・
松
本
隆
信
編
『
室
町
時
代
物
語
大
成
』
（
角
川
書
店

一
九
七

三
）
に
拠
る
。

（
二
）
黒
田
彰
「
剣
巻
覚
書

―
土
蜘
蛛
草
紙
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
『
中
世
説
話

の
文
学
史
的
環
境
』〔
続
〕

和
泉
書
院

一
九
九
五
）

（
三
）
太
田
晶
二
郎
「
「
四
部
ノ
讀
書
」
考
」
（
『
太
田
晶
二
郎
著
作
集
』
第
一
冊

吉
川
弘
文
館

一
九
九
一
）

（
四
）
須
藤
真
紀
氏
の
「
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
成
立
の
背
景
を
め
ぐ
っ
て
」
（
「
説
話

文
学
研
究
」

二
〇
〇
二
年
六
月
）、
渡
瀬
淳
子
氏
の
「
〈
蜘
蛛
切
〉
考
―

37

土
蜘
蛛
説
話
の
形
成
と
漢
籍
」（
「
古
典
遺
産
」

二
〇
〇
三
年
九
月
）
に

53

拠
る
。

（
五
）
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
の
絵
巻

土
蜘
蛛
草
紙

天
狗
草
紙

大
江
山

26

絵
詞
』
の
「
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
「
天
狗
草
紙
」
「
大
江
山
絵
詞
」

―
異
類
・

異
形
の
物
語
」（
中
央
公
論
社

一
九
九
三
）
に
拠
る
。

（
六
）
小
松
茂
美
編
『
続
日
本
絵
巻
大
成

土
蜘
蛛
草
紙
・
天
狗
草
紙
・
大
江

19

山
絵
詞
』
（
中
央
公
論
社

一
九
八
四
）
の
解
説
と
、
野
村
育
世
氏
の
「
山

蜘
蛛
か
ら
土
蜘
蛛
へ
」
（
『
中
世
の
内
乱
と
社
会
』

東
京
堂
出
版

二
〇

〇
七
）
で
、「
土
蜘
蛛
草
紙
」
が
本
来
の
題
で
な
い
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。

（
七
）
表
一
に
お
け
る
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
段
分
け
と
各
段
の
解
説
は
、
前
掲
『
続

日
本
絵
巻
大
成

土
蜘
蛛
草
紙
・
天
狗
草
紙
・
大
江
山
絵
詞
』
の
解
説
と

19

「
「
土
蜘
蛛
草
紙
」
「
天
狗
草
紙
」
「
大
江
山
絵
詞
」

―
異
類
・
異
形
の
物

語
」
を
参
照
し
た
。

（
八
）
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
小
学
館
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

に
拠
り
、
『
本

19

朝
文
粋
』
は
岩
波
書
店
の
新
日
本
古
典
文
学
大
系

に
拠
る
。『
本
朝
麗
藻
』

27

・
『
本
朝
無
題
詩
』
は
『
新
校
羣
書
類
従
』
（
内
外
書
籍

一
九
三
一
）
「
文

筆
部
」
巻
第
一
二
七
・
一
二
八
所
収
の
も
の
に
拠
る
。

（
九
）
謡
曲
の
本
文
は
、
岩
波
書
店
の
日
本
古
典
文
学
大
系

『
謡
曲
集
』（
上
）

40

よ
り
引
用
し
た
。

（
十
）
佐
久
節
『
白
楽
天
全
詩
集
』

日
本
図
書
セ
ン
タ
ー

一
九
七
八

（
十
一
）
「
琵
琶
引
并
序
」
の
解
説
は
、
近
藤
春
雄
氏
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
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究
』（
明
治
書
院

一
九
八
一
）
第
二
章
「
琵
琶
行
の
研
究
」
の
第
一
節
「
琵

琶
行
に
つ
い
て
」
と
、
諸
田
龍
美
氏
の
「
「
琵
琶
行
」
の
存
在
論

―
〈
漂

泊
の
慨
嘆
〉
か
ら
〈
故
郷
の
探
究
〉
へ

―
」（
「
白
居
易
研
究
年
報
」
第
13

号

〈
特
集

琵
琶
行

―
」
天
涯
淪
落
の
歌
〉

二
〇
一
二
年
一
月
）
に

拠
る
。

（
十
二
）
明
治
書
院
の
新
釈
漢
文
大
系

『
白
氏
文
集
』（
二
下
）
に
拠
る
。

117

（
十
三
）
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
編
集
委
員
会
編
『
類
聚
名
義
抄
』（
八

木
書
店

一
九
七
六
）
に
拠
る
。

（
十
四
）『
遊
仙
窟
全
講
』（
明
治
書
院

一
九
六
七
）
よ
り
引
用
し
た
。

（
十
五
）
古
典
籍
索
引
叢
書

『
醍
醐
寺
蔵
本

遊
仙
窟
総
索
引
』

汲
古
書
院

13

一
九
九
五

（
十
六
）
本
論
文
で
は
『
蜻
蛉
日
記
』『
枕
草
子
』『
源
氏
物
語
』
の
本
文
は
全
て
、

小
学
館
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
よ
り
引
用
し
た
。
『
小
町
集
』
は
、
注

（
八
）
の
『
新
校
羣
書
類
従
』
「
和
歌
部
」
巻
第
二
七
二
所
収
の
も
の
に
拠

る
。

（
十
七
）
室
町
期
に
「
琵
琶
行
」
が
読
み
広
め
ら
れ
る
状
勢
が
『
古
文
真
宝
』
の

流
行
と
関
係
し
て
い
る
こ
と
は
、
近
藤
春
雄
氏
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
の
研
究
』

（
明
治
書
院

一
九
八
一
）
第
二
章
「
琵
琶
行
の
研
究
」
の
第
二
節
「
我
が

国
に
お
け
る
琵
琶
行
」
と
、
同
氏
「
我
が
国
に
お
け
る
白
楽
天

―
琵
琶
行

の
場
合

―
」
（
「
愛
知
県
立
女
子
大
学
説
林
」

一
九
六
四
年
二
月
）

12

で
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
『
古
文
真
宝
』
の
流
布
に
関
し
て
は
、
芳
賀
幸
四
郎

氏
『
中
世
禅
林
の
学
問
お
よ
び
文
学
に
関
す
る
研
究
』
（
思
文
閣
出
版

一

九
八
一
）
第
二
篇
「
中
世
禅
林
の
文
学
」
第
二
章
「
大
陸
文
学
の
鑑
賞
と
研

究
」
の
第
二
節
「
詩
集
・
文
集
」
を
参
照
し
た
。

（
十
八
）
竜
門
文
庫
本
及
び
京
大
本
の
書
写
年
代
は
全
て
、
阪
本
龍
門
文
庫
覆
製

叢
刊
四
『
長
恨
歌
并
琵
琶
行

清
原
宣
賢
筆
』
（
龍
門
文
庫

一
九
六
二
）

の
川
瀬
一
馬
氏
の
解
説
に
拠
る
。

（
十
九
）
瀧
澤
安
隆
「
清
原
宣
賢
筆
『
長
恨
歌
并
琵
琶
引
秘
』
に
つ
い
て
」

「
東

洋
大
学
大
学
院
紀
要
」

二
〇
〇
二
年
一
月

39

（
二
十
）
注
（
十
八
）
同
様
、
川
瀬
一
馬
氏
の
解
説
に
拠
る
。

（
二
十
一
）
竜
門
文
庫
本
の
本
文
と
訓
法
は
阪
本
龍
門
文
庫
覆
製
叢
刊
四
『
長
恨

歌
并
琵
琶
行

清
原
宣
賢
筆
』
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
京
大
本
は

国
田
百
合
子
編
『
長
恨
歌
・
琵
琶
行
抄
』
（
武
蔵
野
書
院

一
九
七
六
）
と

岡
見
正
雄
博
士
還
暦
記
念
刊
行
会
編
『
室
町
ご
こ
ろ
』
（
角
川
書
店

一
九

七
八
）
に
て
、
本
文
の
影
印
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、
「
京
都
大
学
附
属

図
書
館
蔵
『
長
恨
歌
并
琵
琶
行
秘
』
翻
刻
」（
「
東
洋
大
学
大
学
院
紀
要

文

学
研
究
科
」

一
九
八
五
年
二
月
）
に
て
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
い
る
。

21

（
二
十
二
）
京
大
本
で
は
「
抱
テ
」
の
「
テ
」
に
当
た
る
訓
点
が
付
さ
れ
て
い
な

イ
ダ
イ

い
。

（
二
十
三
）
築
島
裕
編
『
訓
点
語
彙
集
成
』
（
汲
古
書
院

二
〇
〇
七
）
に
よ
れ

ば
、
前
田
育
徳
會
影
印
本
『
日
本
書
紀
』（
古
紀
傳
点
・
院
政
期
）
で
、「
翳
」

の
字
が
「
サ
シ
カ
ク
ス
」
と
訓
読
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
本
論
文
で
は
小
学

館
の
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集

『
日
本
書
記
』
二
よ
り
本
文
を
引
用
し

3

た
。

（
二
十
四
）
高
山
寺
典
籍
文
書
綜
合
調
査
團
編
『
高
山
寺
古
訓
點
資
料
』
第
三
東

京
大
學
出
版
會

二
〇
〇
三

（
二
十
五
）
明
治
書
院
の
新
釈
漢
文
大
系

『
世
説
新
語
』（
下
）
に
拠
る
。

78

（
二
十
六
）
明
治
書
院
の
新
釈
漢
文
大
系

『
蒙
求
』（
下
）
に
拠
る
。

59

（
二
十
七
）『
藝
文
類
聚
』

上
海
古
籍
出
版
社

一
九
八
二

（
二
十
八
）『
初
学
記
』

中
華
書
局

一
九
六
二

（
二
十
九
）『
太
平
御
覧
』

中
文
出
版
社

一
九
八
○

（
三
十
）
平
安
時
代
に
お
け
る
『
世
説
新
語
』
の
享
受
に
関
し
て
は
、
今
浜
通
隆
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氏
の
以
下
の
論
考
に
詳
し
い
。

「
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』
」
（
一
）
「
並
木
の
里
」

一
九
八
一
年
十
月

21

「
〈
此
の
君
〉
雑
考

―
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』
序
章

―
」『
和
歌
文
学

と
そ
の
周
辺
』

お
う
ふ
う

一
九
八
四

「
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』
」（
二
）「
日
本
文
学
研
究
」（
梅
光
女
学
院
大
学
）

一
九
八
九
年
十
二
月

17「
仁
和
元
年
二
月
二
十
五
日

基
経
邸
読
書
始
に
つ
い
て
（
上
）

―
平
安

朝
文
学
と
『
世
説
』
其
三
」
「
武
蔵
野
日
本
文
学
」

一
九
九
三
年
三
月

2

「
仁
和
元
年
二
月
二
十
五
日

基
経
邸
読
書
始
に
つ
い
て
（
下
）

―
平
安

朝
文
学
と
『
世
説
』
其
三
」
「
講
座
平
安
文
学
論
究
」

一
九
九
三
年
十

9

一
月

「
〈
日
と
都
と
い
づ
れ
ぞ
遠
き
〉
考
（
上
）

―
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』」

「
武
蔵
野
日
本
文
学
」

一
九
九
八
年
三
月

7

「
〈
日
と
都
と
い
づ
れ
ぞ
遠
き
〉
考
（
中
）

―
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』」

「
武
蔵
野
日
本
文
学
」

一
九
九
九
年
三
月

8

「
〈
日
と
都
と
い
づ
れ
ぞ
遠
き
〉
考
（
下
）

―
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』」

「
武
蔵
野
日
本
文
学
」

二
〇
〇
〇
年
三
月

9

「
〈
日
と
都
と
い
づ
れ
ぞ
遠
き
〉
考
（
続
一
）

―
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』
」

「
武
蔵
野
日
本
文
学
」

二
〇
〇
二
年
三
月

11

「
〈
日
と
都
と
い
づ
れ
ぞ
遠
き
〉
考
（
続
二
）

―
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』
」

「
武
蔵
野
日
本
文
学
」

二
〇
〇
三
年
三
月

12

「
〈
日
と
都
と
い
づ
れ
ぞ
遠
き
〉
考
（
続
三
）

―
平
安
朝
文
学
と
『
世
説
』
」

「
武
蔵
野
日
本
文
学
」

二
〇
〇
四
年
三
月

13

（
三
十
一
）『
実
隆
公
記
』

続
群
書
類
従
完
成
会
太
洋
社

一
九
五
八

（
三
十
二
）
田
中
一
松
氏
は
『
日
本
絵
巻
集
成
』
二
（
雄
山
閣

一
九
二
九
）「
土

蜘
蛛
双
紙
」
で
、
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
を
以
下
の
よ
う
に
位
置
づ
け
て
い
る
。

（
前
略
）
頼
光
の
土
蜘
蛛
退
治
は
普
通
は
謡
曲
に
あ
る
結
構
の
物
語

と
し
て
知
ら
れ
亘
っ
て
い
る
が
、
此
の
絵
巻
の
如
き
は
全
く
話
の
筋

が
違
っ
て
ゐ
る
。
（
中
略
）
こ
の
物
語
の
系
統
は
頼
光
が
病
床
で
切
り

つ
け
る
話
と
い
か
な
る
関
係
に
あ
る
の
か
、
こ
の
間
の
消
息
に
つ
い

て
解
釈
を
下
す
だ
け
の
材
料
を
知
ら
ぬ
が
、
之
と
同
類
の
説
話
が
あ

ま
り
見
当
た
ら
な
い
の
で
察
す
れ
ば
、
頼
光
対
土
蜘
蛛
の
話
と
し
て

は
筋
が
散
漫
で
緊
張
味
が
な
い
の
で
多
く
行
は
れ
な
か
っ
た
も
の
で

あ
ろ
う
か
、
そ
れ
だ
け
に
ま
た
土
蜘
蛛
説
話
の
一
異
本
と
し
て
珍
重

す
べ
き
価
値
が
あ
ら
う
。
（
略
）

ま
た
、
同
氏
は
『
土
蜘
蛛
草
紙
』
の
内
容
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う
に
評
価

し
て
い
る
。

（
前
略
）
こ
の
話
の
内
容
を
読
ん
で
も
あ
き
ら
か
な
や
う
に
所
謂
お

伽
双
紙
風
の
特
色
が
顕
著
で
あ
る
。
話
の
内
容
は
妖
怪
退
治
と
い
ふ

物
凄
い
も
の
で
あ
る
が
、
話
の
結
構
は
極
め
て
単
調
で
た
だ
次
々
と

色
々
の
怪
物
が
現
は
れ
て
来
る
に
過
ぎ
な
い
。
（
中
略
）
こ
れ
等
は
い

づ
れ
も
あ
ま
り
凄
味
の
多
い
も
の
で
は
な
く
て
ま
る
で
見
世
物
小
屋

を
の
ぞ
く
や
う
な
面
白
み
に
過
ぎ
な
い
。
且
つ
こ
れ
等
の
怪
物
の
相

互
関
係
に
つ
い
て
も
さ
っ
ぱ
り
説
明
が
な
く
、
至
っ
て
の
ん
き
な
書

き
振
り
で
あ
る
。
（
略
）

（
は
く

け
い
・
本
学
大
学
院
文
学
研
究
科
博
士
後
期
課
程
）
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表
一

段
数

内
容

漢
文
学
の
受
容
に
関
す
る
先
行
研
究
の
指
摘

第
一
段

源
頼
光
と
渡
辺
綱
は
蓮
台
野
で
空
を
飛
ぶ

髑
髏
を
見
か
け
る
。
そ
れ
を
追
っ
て
神
楽

岡
の
古
家
に
至
る
。

第
二
段

頼
光
、
古
家
の
奥
の
間
に
髑
髏
の
眠
る
を

（
詞
書
欠
失
）

見
る
。
あ
た
り
に
生
首
が
散
乱
す
る
。

第
三
段

頼
光
、
台
所
の
間
に
お
い
て
異
様
な
老
女

老
女
の
台
詞
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
、
「
新
楽
府
」
第
七
首
「
上
陽
白
髪
人
」
、
「
琵

と
出
会
い
、
身
の
上
話
を
聞
か
さ
れ
る
。

琶
引
并
序
」
の
受
容
が
見
ら
れ
る
。


●

『
和
漢
朗
詠
集
』
の
受
容

「
歳
去
歳
来
り
て
、
恨
の
み
切
な
り
」
→
「
上
、
夏
、
蝉
」「
歳
去
歳
来
聴
不
変
」


●

「
新
楽
府
」
第
七
首
「
上
陽
白
髪
人
」

「
春
往
秋
来
れ
と
も
、
思
ひ
は
あ
ら
た
ま
ら
す
」
→
「
春
往
秋
来
不
記
年
」
、「
わ

か
き
は
さ
る
と
い
へ
と
も
、
老
て
み
つ
か
ら
の
の
こ
る
う
ら
め
し
き
か
な
」
→

「
同
時
採
擇
百
餘
人
、
零
落
年
深
殘
此
身
」
、
「
宮
の
鶯
す
ま
す
な
り
、
う
つ
は

り
の
つ
は
く
ら
め
、
と
を
さ
か
る
事
を
な
け
く
」
→
「
宮
鷪
百
囀
愁
厭
聞
、
梁

燕
双
栖
老
休
妬
、
鷪
帰
燕
至
情
悄
然
」


●

「
琵
琶
引
并
序
」
の
受
容

「
君
を
見
た
て
ま
つ
る
は
、
長
安
昌
家
の
む
す
め
、
元
和
の
白
楽
天
に
あ
へ
る

こ
ゝ
ち
す
」
→
「
元
和
十
年
、
予
左
遷
九
江
郡
司
馬
」
・
「
問
其
人
、
本
是
長
安

倡
家
女
」
、「
江
の
う
へ
に
う
か
ふ
月
を
見
る
こ
と
に
」
→
「
唯
見
江
心
秋
月
白
」
、

「
枕
の
上
に
つ
も
る
涙
を
か
な
し
む
」
→
「
夢
啼
粧
涙
紅
闌
干
」

第
四
段

日
が
暮
れ
て
、
異
形
の
も
の
達
が
頼
光
の

前
に
現
れ
る
。

第
五
段

頼
光
、
異
様
な
尼
公
に
会
う
。

尼
公
の
「
道
州
民
の
こ
と
し
」
と
い
う
外
見
は
、「
新
楽
府
」
の
第
十
五
首
「
道
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州
民
」
を
踏
ま
え
て
お
り
、「
面
二
尺
」
と
い
う
巨
頭
造
型
は
『
和
漢
朗
詠
集
』

「
下
、
雑
、
将
軍
」
「
雄
剣
在
腰
抜
則
秋
霜
三
尺
、
雌
黄
自
口
吟
亦
寒
玉
一
声
」

の
国
会
本
朗
詠
注
で
描
写
さ
れ
た
眉
間
尺
の
容
貌
が
取
り
入
れ
ら
れ
た
結
果
で

あ
る
。

第
六
段

暁
方
、
頼
光
の
も
と
に
、
山
蜘
蛛
が
化
け

「
鶏
人
あ
か
つ
き
を
唱
へ
て
、
忠
臣
あ
し
た
を
待
程
に
な
り
ぬ
れ
は
」
と
い
う

た
美
女
が
現
れ
る
。

情
景
描
写
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』「
下
、
雑
、
禁
中
」
の
「
鶏
人
暁
唱
」
と
「
上
、

春
、
鶯
」
の
「
忠
臣
待
旦
」
を
踏
ま
え
て
い
る
。

美
女
の
外
見
に
つ
い
て
の
、「
楊
貴
妃
・
李
夫
人

あ
ら
そ
ふ
ほ
と
の
か
た
ち

な
れ
は
」
と
い
う
評
価
は
、「
長
恨
歌
」
と
「
新
楽
府
」
第
三
十
六
首
「
李
夫
人
」

に
拠
る
。

第
七
段

美
女
、
豹
変
し
て
頼
光
を
襲
う
が
、
頼
光

に
切
り
付
け
ら
れ
、
姿
を
消
す
。

第
八
段

美
女
を
切
っ
た
頼
光
の
太
刀
の
先
が
折
れ

綱
の
「
御
剣
さ
き
の
を
れ
や
う
を
見
る
に
、
楚
国
の
み
け
む
さ
く
、
し
か
う
を

る
。
頼
光
と
綱
、
血
の
跡
を
辿
っ
て
洞
窟

思
て
、
雄
剣
の
さ
き
を
あ
つ
る
に
た
か
は
す
」
と
い
う
忠
告
は
、『
和
漢
朗
詠
集
』

に
行
き
着
く
。

「
下
、
雑
、
将
軍
」
の
「
雄
剣
在
腰
抜
則
秋
霜
三
尺
、
雌
黄
自
口
吟
亦
寒
玉
一

第
九
段

頼
光
、
綱
の
忠
告
に
従
い
、
人
形
を
作
っ

声
」
を
踏
ま
え
た
文
辞
で
あ
る
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
対
決
場
面
の
山
蜘
蛛

て
山
蜘
蛛
に
立
ち
向
か
う
。
山
蜘
蛛
、
折

が
折
れ
た
剣
先
を
頼
光
ら
に
投
げ
か
け
て
攻
撃
す
る
と
い
う
筋
書
に
は
、
こ
の

れ
た
剣
先
を
頼
光
ら
に
投
げ
か
け
て
攻
撃

句
の
注
釈
で
語
ら
れ
た
「
眉
間
尺
譚
口
中
剣
条
」
を
取
り
入
れ
た
痕
跡
が
窺
え

す
る
。

る
。

第
十
段

頼
光
主
従
、つ
い
に
山
蜘
蛛
を
退
治
す
る
。

中
世
以
前
ま
で
希
薄
だ
っ
た
妖
怪
と
し
て
の
蜘
蛛
の
イ
メ
ー
ジ
が
形
成
さ
れ
る

そ
の
後
、
か
の
場
所
に
火
を
か
け
て
焼
き

過
程
で
、
中
国
の
類
書
か
ら
影
響
を
受
け
た
可
能
性
が
高
い
。
ま
た
、
頼
光
と

払
っ
た
。

綱
の
火
を
放
つ
行
動
は
、
中
国
の
化
け
蜘
蛛
退
治
譚
の
パ
タ
ー
ン
に
倣
っ
た
可

能
性
が
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
た
。
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表
二

Ａ
系
統
（
『
土
蜘
蛛
草
紙
』）

Ｂ
系
統
（
「
剣
巻
」・
謡
曲
『
土
蜘
蛛
』・
慶
大
本
『
土
く
も
』）


●

源
頼
光
と
渡
辺
綱
は
蓮
台
野
で
空
を
飛
ぶ
髑
髏
を
見
か
け


●

頼
光
、
病
に
倒
れ
、
医
師
や
陰
陽
師
が
力
を
尽
く
し
て
も
回
復
し

る
。
そ
れ
を
追
っ
て
神
楽
岡
の
古
家
に
至
る
。

な
い
。

古
家
周
辺
の
風
景
描
写




●

頼
光
、古
家
の
台
所
の
間
に
お
い
て
異
様
な
老
女
と
出
会
い
、

身
の
上
話
を
聞
か
さ
れ
る
。

老
女
の
台
詞


●

日
が
暮
れ
て
、
異
形
の
も
の
た
ち
が
頼
光
の
前
に
現
れ
る
。

頼
光
の
光
る
目
が
妖
怪
た
ち
を
撃
退
す
る
筋
書


●

頼
光
、
異
様
な
尼
公
に
会
う
。

尼
公
の
外
見
描
写


●

暁
方
、
頼
光
の
も
と
に
、
山
蜘
蛛
が
化
け
た
美
女
が
現
れ
る
。

●

あ
る
日
、
頼
光
の
病
床
に
謎
の
法
師
が
現
れ
る
。

「
鶏
人
あ
か
つ
き
を
唱
へ
て
、
忠
臣
あ
し
た
を
待
程
に
な
り



ぬ
れ
は
」
と
い
う
情
景
描
写
、
美
女
が
登
場
す
る
際
の
仕
草

と
外
見
描
写


●

美
女
、
去
り
際
に
豹
変
し
て
頼
光
に
襲
い
掛
か
る
が
、
頼
光

●

法
師
に
襲
わ
れ
た
頼
光
は
、
近
く
に
置
い
て
あ
っ
た
剣
で
切
り
付

に
斬
ら
れ
て
姿
を
消
し
た
。

豹
変
す
る
際
の
目
の
描
写

け
る
。
法
師
、
姿
を
消
す
。


●

頼
光
、
美
女
を
切
っ
た
後
の
板
敷
に
突
き
刺
さ
っ
た
太
刀
を


●

騒
ぎ
に
入
っ
て
き
た
家
来
ら
は
、
残
さ
れ
た
血
の
痕
を
辿
っ
て
妖

抜
く
と
、
剣
先
が
折
れ
て
い
た
。
頼
光
と
綱
、
血
の
跡
を
辿

怪
の
棲
み
処
に
着
く
。

っ
て
洞
窟
に
行
き
着
く
。
綱
、
太
刀
が
折
れ
た
こ
と
か
ら
、

眉
間
尺
口
中
剣
譚
を
思
い
出
し
て
頼
光
に
人
形
を
作
る
よ
う



提
案
す
る
。

綱
の
台
詞


●

山
蜘
蛛
、折
れ
た
剣
先
を
頼
光
ら
に
投
げ
か
け
て
攻
撃
す
る
。

対
決
場
面
の
筋
書
き
、
蜘
蛛
の
妖
怪
の
イ
メ
ー
ジ
の
形
成


●

頼
光
主
従
、
つ
い
に
山
蜘
蛛
を
退
治
し
、
か
の
場
所
に
火
を

●

家
来
ら
、
妖
怪
を
捉
え
、
退
治
す
る
。

か
け
て
焼
き
払
っ
た
。

頼
光
と
綱
の
火
を
放
つ
行
動


